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仙台市内におけるカヤネズミ Micromys minutus の記録
橋本勝*・斉藤千映美*
New records of Micromys minutus in Sendai City















ある（日高， 1996）．頭胴長は成体で 50 ～ 80 ㎜，尾




























され（木村ほか， 1998a），2008 年 10 月には宮城県柴
田郡川崎町支倉で球巣と成獣が捕獲・確認された（カ








町 支 倉 で 例 年
カヤネズミ生息
地 の 球 巣 調 査
を続けてきたが，
















12 月 8 日，仙台市太白区坪沼でカヤネズミの球巣を
見つけた（図 2）．球巣直径 8 ㎝，地上高 50 ㎝にあった．
　球巣があったのは，イネ科植物とカヤツリグサ
科植物が優占する植生地である．この場所に，30m
× 666m （約 2ha）の調査地を設定し，12 月 10 日と
17 日の 2 日間でその調査地を踏査した結果，6 地点で
12 個の新旧の球巣を確認した（表 1）．なお，6 地点
間は 30 ｍから最長で 180 ｍ離れている．
　また，12 月 20 日にはこの坪沼調査地からさらに北





22m × 22.5m （495 ㎡）で，周りを人工改変地で囲まれ
た極めて不安定な生息環境であると考えられる．カヤ
ネズミの行動圏はオスで約 400 ㎡，メスで 300 ㎡とい
われているからである（白石， 1988）．従って，この
球巣に関しては以降の捕獲調査は実施しなかった．






球巣 発見地点 大きさ 巣高 巣材 新旧
① 地点 3 Ø8 ㎝ 50 ㎝ ススキ Miscanthus sacchariflorus
② 地点 1 Ø9 35 カヤツリグサ科の一種 Cyperaceae sp.
③ 地点 1 カヤツリグサ科の一種 作りかけ
④ 地点 2 Ø8 37 ススキとエノコログサ属の一種 Setaria sp.
⑤ 調査地外 カヤツリグサ科の一種 壊れかけ
⑥ 地点 4 Ø8 25 エノコログサ属の一種
⑦ 地点 4 Ø8 40 ススキとエノコログサ属の一種 作りかけ
⑧ 地点 4 7 × 9 13 ススキとエノコログサ属の一種 倒れている
⑨ 地点 4 8 × 8 28 エノコログサ属の一種
⑩ 地点 5 8 × 5 53 エノコログサ属の一種
⑪ 地点 5 7 × 7 44 ススキとエノコログサ属の一種 上面に穴
⑫ 地点 5 9 × 7 67 ススキとヌカキビ Panicum bisulcatum とエノコログサ属の一種 粗い巣
⑬ 地点 6 5 × 5 40 ススキとエノコログサ属の一種 崩れた巣
⑭ 調査地外 池中で接近できず カヤツリグサ科の一種
⑮ 調査地外 水底高 73 イネ科の一種 Gramineae sp. とカヤツリグサ科の一種 崩れて古い
⑯ 飛び地 50 ヨシ Phragmites australis 崩れている
⑰ 飛び地 9 × 9 0 イネ科 新





　坪沼調査地内の 6 地点の内 2 地点から２個体を捕獲
した（図 4，5）．図４はメスで頭胴長 47　㎜，尾長 54 ㎜，
後足長 14 ㎜，体重 4.75 ｇあった．図５はオスで頭胴






写真 性別 頭胴長㎜ 尾長㎜ 後足長爪無㎜ 体重 g 頭骨基底長㎜ 採集・測定年月日
図４ メス 47 54 14 4.75 13.3 2016 年 12 月 28 日
図５ オス 45 53 14 4.87 13.4 2016 年 12 月 28 日
図5．カヤネズミ（オス）
図6．カヤネズミ（メス）の頭蓋骨標本図4．カヤネズミ（メス）

























































全国カヤネズミ ・ ネットワーク http://kayanet-japan.com/
図7．ポスター発表
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